



特異 な欠乏症状 の発現 (1.トウモ ロコシ)辛
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/)(乏として知られてきたい) この症状は. トウモロコシの伸長rlrの新葉の先端が 古い葉
























= 亡 = = 三 間は約 3週間であって,敬健後,植物体を乾燥,粉砕
KNO] 4.0 mM
NH.rr2PO. i.0 mM L･原子吸光分光分析法 に よ りナ トリウム,カリウ
caclE 】.0 mM ム,カルシウムおよびマグネシウム含晶を測定した.







3.0 ppm ウム吸収力の差異に ついて検討するため, 幼植物切
0･5 ppm 昧欄 を 用いて 吸収塊験を 行なった. 幼植物育成には
o･5 ppm o.1mM 硫酸カルシウム溶液を用い,暗所で5日間,
30oCで トウモロコシを生育させた後, その板を切り
0.ol ppm とり,よく洗軌 混合し,カルシウム吸収実験に用い
た. 吸収溶液は 放射性カルシウム (45Ca)で標識した
塩化カルシウム溶液 であ り, 塩化カルンウム濃度を 0.001-1.0mM の間で4段階に変
えて実験を行なった. 吸収実験開始60分後に切断根をとり出し,脱塩水で2回 (各回 30
秒間)洗浄し,さらに 列放射性の塩化カルシウム溶液 (1.0mM)で30分間間換処理を












しかし, 先 に 述べたように, 筆者らの

























はJ刊中8'は上述 と紙似の斥状を トウモロコシのカルシウム欠乏に よるものと考えている.






第 4回 (A～E)に示 したように, IJtカルシウム浪駐兵tJL.で, ホウニ乱 マンカン,亜
鉛,銅あるいはモ ')ブテンをEL'遜液の)占本組成の5倍品添加 した処理を作 り.その対照 と
して,微罷必須元素は)-L･本組成と同#{L度 とし,カルシウム濃度について高低 2段階の処理
を設けた.写氏の中で, トウモPコシの集結 切れ込み症状の出現 している.LでlS分を矢印で,7(
した.以下のrR験結果でも同様にして示す こととす る.
第 4回 (A～E)の総菜から,尭縁り)れ込入1.tT状の出現はここに試験 した各微塵必須元
,i,}のU,Lb腰 に関係せず,培菰液のカルシウムu,'2度の紙いときに出現 し,カルシウム濃度の高
いときには出現 しないことが分る.ここには突放兼r7果を示さなか ったが,I)'Li全培4.'f液か ら
各微量必須元諺;を除いて栽培試験 を行なった場糾 こも,光線 切れ込み症状の出現は増婚液
の カルシウム濃度にのみ関係し.徴鼠必須 Tc崩に よIUて影珊 されなか った. したが って,
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れる.そこで,カルシウム都度を一定とし, マグネシウム濃度を 0-10.0mM の間で6
段階に変化させて水fJF栽培実験を行なった.
その結果は第 6図のようであって,カルシウム肌俺が一定 (1.0mM)の場合,マグネ
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シウムが 1.0mM以下では トウモロコシの集線y)れ込み症状は 見られないが,マグネシ












状が出現したが, 塩化ナ トリウム 40.0mM添加の場合には カルシウム濃度が 1.0mM
Ca 0,1 0.25 1.0 2.5 5,0
Na
千 : -:Tr_-牽







うち, ナ トリウム無添加 と40.0mM 添加の 両処理に つ い て, カルシウム0･25mM
と1.0mM の場合の結果を第 2表 に示した.第 2表 から明らかなように, ナ トリウム
第2衷 トウキpコシの生育ならびに各種塩基iti.nこ対する培血液
のナトリウムおよびカルンウム濃度の影轡
処 理 収 iITi･ 塩基含iLl3･.(JlmOle/g舷物)






















40.0mM 添加の場乱 特に植物体のカルシウム含量の低下が 汝しく,増養液のカ/i-シウ












































宅 I,ln'L 30 30 30 30oC
液 7.IL 20 30 20 30oC












































第 12回中,左側のポットの トウモロコシに菓縁切れ込み症状が認められた. しかし,
硫酸アンモニウムの同じ施肥条件でも,カルシウム塩を多見に添加した場合にはそのよう
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rll叫 U,HI 0L LH rTlN
ur.1(▲(I,九 n C.1Q吐
第 1日米l トウ-ヒロコ/LJ地物のリ)斬根によ/J J,ル′ウ
ムl別 父(,I"',f･B:良IRJ'･1号およひ合成 9日プ)
CaCO8 0 19･2g/ホ ノ ト
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